

































e is this …
T
he softness of a baby’ s kiss,
T
he gentle voice that eases care,
T
he rhythm
 of the rocking chair,
T
he sunlight stream
ing through a door,
A
 kitten playing on the floor,
T




















To step inside is poetry.
成程、 〈詩〉がこういうものなら確かに嘉されてしかる
べきだろうと、ほのぼのと心暖まる思いで読者も、この「詩」の「家」の中へのこのこと誘い込まれてゆくに違いない。だが、その途端、同時に、 〈詩〉とはこれとは全く別の、むしろ真反対 ものでもあり それのほうが〈詩〉としての価値がむしろ高いのではないかとさえ思わせるところに、こ カースベルク 「詩」 値打が、もう一つの一層重要な意義が、あるだろう。
老人の臨終の硬く皺立った蒼黒い顏、邪慳に扱って不安















ugust 1990. p.20. ）

























































































































































































































































































path of dalliance” （
Shakespear, H
am






Poetry is an enum
eration of 
birds, bees, babies, butterflies, bugs, bam
binos, babayagas, 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いての説明は全く不要だが、詩における想像力の自律性と道徳上 機能を主張して、詩人を「世界 未承認 立法者」だとしたロマン主義詩論の典型である『詩の擁護』A
 D
































































































































































































































































a jest falls from























































































































































































































































































































































































































































































ent for the M
akaris ―これがマーウィンの言


























































































全二〇 行の作品は、八音節行が主体で一四八行、七音節行が三 行、九音節行が二四行で適宜配置さ 、最初から最後までコンマ ピリオドなど如何なる句読点の類も皆無で、今、 「終る」と述べたばかりだが実 その「終る」は、先へと開いた形で遠く続いてゆく未完の終り方を示す構造なのである。
マーウィンの「詩人への哀歌」は、標題でまずダンバー
を哀悼し、本文 二六人の詩人たちを回顧しながら悼む作品であり、従って彼らの世界 作中で浮き沈み 混淆する（その有様が最小限に留めた訳注になるのだが）この「哀歌」の対象には当然今後も続々と、多くの詩人たち













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































魅惑され、言語の働き具合を考える。彼は 詩節［連］と句跨り、行間韻を好み、それで他の作家の様式を意図して皮肉って模倣できるこ になる。 「詩行中止の際に私がよく示す奇妙な躊躇は 単な 病的執着（その通りだが）ではな 、私が実際に言わねば らぬ重要な事な だ」 。
雄弁な言わば〈自注〉共々、前掲のマーウィンの作品と




natole France, 1844 ―
1924 ）が名言を披露していた、 「こ
の世は小鳥たちのいない森 ようなものになるだろう 皮肉とは反省の楽しさであり、叡智の歓びである」 （…
sans 
l’ ironie le m
onde serait com
m
e une forêt sans oiseaux; 








































































Literature, 5 th. ed. 1983.
研究社『英米文学辞典』 版
（一九八五）
森田孟「エリザベス・ビショップとマリアン・ムーア」
（
A
m
erican Literature T
sukuba, N
o.2. 1987. pp.40
―50. ）
同
　「二篇の『魚』
―
マリアン・ムーアとエリザベス・ビ
ショップ」
（ 「文藝言語研究・文藝篇
27」
1995. pp.47
―68. ）
同
　「 『ヴィクターの犬』―ビショップに捧げられたメリルの詩」
（
A
m
erican Literature T
sukuba. N
o.7. 1994. pp.3
―10. ）
同
　「染み一つなき完全無欠
―
オーデンとムーアの交流」
（ 「筑波イギリス文学」第二号、
1996. pp.131
―41. ）
同
　「真摯な共同作業の成果
―
ビショップに捧げられたロ
ウエルのソネット四連作」
（ 「成城文藝」第二一二号、
2010. 
pp.1
―  16. ）
同
　「真物への道程
―
引用と改作
―
〈モダニズム〉の先
へ
　
マリアン・ムーア作品の詩観
―
」
（ 「
E
pistem
ological 
Fram
ew
ork
と
英
米
文
学」研究会、
2003. pp.261
―84. ）
同
　「ケネス・コッホ［コーク］ 詩という芸術」上・下」
（ 「新文学風景」
N
o.5. 1982. pp.143
―52. / N
o.6. 1984. pp.101
―11. ）
「詩の創作行為に関わる全ての知識」を備えたものとして書かれた全一二連、総計三七三行を詳注付きで拙訳した。本誌前号（第二二六号）誤植訂正
頁
　
段
　
行目
21　
下
　
9　　
…更けてゆく詩
4
→時
4
30　
上
　
5　　
…
Pari; →
Paris;
30　
上
　
14　　
個4
有名詞→固
4
4
